
 
               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022.10.21 NO.13 

全国学力・学習状況調査から授業改革を考える 

学力調査の結果・児童生徒質問紙の回答 
児童生徒への質問紙での、国語、算数・数学、理科の「授業内容がよく分かりますか」という質

問に対して、「よく分かる」、「どちらかといえば分かる」と肯定的な回答の割合はほとんどの教科

で全国の割合を上回っています。燕市の児童生徒は先生方の授業を「分かる」と肯定的に捉えて

いることが分かりました。 

しかし、それぞれの教科の勉強が「好き」と答えた児童生徒の割合はほとんどの教科で全国、

県の割合を下回りました。 

「授業で教えてもらったときは、分かったつもりだけれど・・・」、「一人で考える場面（家庭学

習やテスト）になると、よく分からない…、テストで答えられない。だから、教科の勉強を好きに

なれない」のではないかと分析しています。 

先生方の指導力を生かし、さらにそれぞれの授業を見直し、指導方法や場面を工夫することで、

児童生徒が「自ら学ぶ力」、「自己学習力」を育むことができると考えます。 

児童生徒が「教科書や資料などの文章、図表を正しく読み取ることができる【INPUT】」、「それ

を基に自分の考えをもつことができる【THINK】」、「自分の考えを分かりやすく伝えることができ

る（OUTPUT）」、読解力が「自己学習力」の土台となる力であると考えます。 

「授業の内容は分かる」 「勉強は好きか？う～ん…」 

（先生方の指導力＆積み重ねてきた実践）×読解力育成の視点 
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この問題は、中学校３

年生国語の問題の中で、

最も平均正答率の低かっ

た問題です。 

その理由として、「行

書」、「楷書」、「点画」など

の言葉の意味が分からな

かったのではないか？ま

た、選択肢に書かれた説

明文を、行書で書かれた

文字の筆の運びと比較し

ながら読むことができな

かったのではないか（イ

メージ同定）？というこ

とが考えられます。 

これは、中学校３年生

の数学の問題です。 

２種類のコマのうち、よ

り長い時間まわりそうな

コマを選ぶという場面で

す。 

２種類のコマを回した

実験結果がヒストグラム

に示されています。２つ

のヒストグラムの特徴を

比較して、どちらか一方

を選び、選んだ理由を説

明するという問題です。 

どちらのコマを選んで

もかまいません。ヒスト

グラムの特徴を根拠にし

て、考えを説明すること

が求められています。 

求められている資質・能力（出題より） 

全国学力・学習状況調査では、文章と図表を正しく読み取り、関連付けて考えること、自分

の考えを根拠を基にして表現することが求められる問題へと出題傾向が変化してきています。 

 

 児童生徒に求められる資質・

能力を育むために、学校の授業

は変化して行く必要がありま

す。先生方がこれまで積み重ね

てきた実践に、読解力育成の視

点でさらに磨きをかけていき

ましょう！ 

先生方それぞれの授業改革
を進めていきましょう！ 

急激に変化する時代の中で育むべき資質・能力の例 


